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今後の瀬戸内海の水環境の在り方懇談会資料 

 
【発表者：水産総合研究センター瀬戸内海区水産研究所環境動態研究室 室長 樽谷 賢治】 

項 目 内 容 

1.発表テーマ 

 

瀬戸内海における水産業の課題と水産業から見た今後の水環境 の在り方  

 

 

2.課題 

 

 

 

・瀬戸内海における近年の漁業・養殖生産の低迷は極めて深刻。 

 

 

 

・栄養塩環境の変化 （貧栄養化） が生態系の変化をもたらし，瀬戸内海の漁

業・養殖生産の減少，低迷につながっている可能性を示唆するデータが蓄積さ

れつつあるが，このような生態系の変化（ボトムアップ効果）が漁業・養殖生産

の低迷の主たる要因であると結論づけるまでには至っていない。 

 

 

 

3.対応（提案） 

 

 

 

・中長期的には，食物網の構造と食物網を通した物質循環過程の現状を定量

的に把握することが必要。 

 

 

 

・一方で，短期的に効果が期待されるような技術開発にも取り組むのが理想

的。しかし，実際に有効な方策の提案までには至っていない。 

 

 

 

・瀬戸内海において，水産業が直面している状況を正確に発信するとともに，

水産業を含めた瀬戸内海の将来像について，地域住民の合意形成を図るよう

な取り組みが極めて重要。 

 

 

 

4.今後の瀬戸内

海の方向性につ

いて 

 

 

 

瀬戸内海の水質に関する環境施策，水産業ともに大きな転換期を迎えている

ものと考えられる。両者（環境 or 水質保全と漁業・養殖業の持続性の維持）を

相反するものととらえず，「生態系の健全性」をキーワードに自然科学，社会科

学分野の垣根を越えて，瀬戸内海の在るべき姿を考えていくことが重要であ

る。 

 

 

 

＊上記の内容で各分野における内容を説明していただき、懇談会委員と意見交換を行う。 
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